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駆細胞を単離し、その分化に及ぼす活性型ビタミン D3の効果を in vitro で検討した。変形性関節症患者の
大腿骨頭置換術の際に骨髄を採取し、単球を SCF、GM-CSF、IL-3 存在下で培養した CFU-GM を破骨細胞前駆





細胞前駆細胞に M-CSF と RANKL 刺激下で 1α,25(OH)2D3を作用させると、1〜2 日目に 1α,25(OH)2D3濃度依

























               審   査   の   要   旨 
 
本研究は、骨粗鬆症における活性型ビタミン D3の新規生理作用を明らかにし、活性型ビタミン D3のより効
果的な作用機序を解明することに成功した。活性型ビタミン D3を用いた骨粗鬆症の治療法は古くから知られ
るが、新たな生理作用や作用機序の深い理解は、骨粗鬆症の病態解明と新規治療法の開発にとって必要不可
欠な最重要事項である。本研究成果は、活性型ビタミン D3の新規の生理作用と作用機序の発見という大きな
学術的意義があるばかりでなく、骨粗鬆症の安全でより効果的な新規治療法の開発に大きく貢献したもので、
その功績は極めて大きい。 
平成２６年１月２４日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
